
告

示

平成™�年˜月™ 日 水曜日 第�™˜Ÿ号官 報

（
日
本
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
使
は
、
千
九
百

九
十
六
年
三
月
二
十
五
日
に
ア
デ
ィ
ス
ア
ベ
バ
で
署
名
さ

れ
た
航
空
業
務
に
関
す
る
日
本
国
と
エ
テ
ィ
オ
ピ
ア
連
邦

民
主
共
和
国
と
の
間
の
協
定
（
以
下
「
協
定
」
と
い
う
。）

第
十
四
条
及
び
第
十
六
条
の
規
定
に
従
っ
て
二
千
十
三
年

十
二
月
二
日
及
び
三
日
に
東
京
で
行
わ
れ
た
日
本
国
及
び

エ
チ
オ
ピ
ア
連
邦
民
主
共
和
国
の
航
空
当
局
の
間
の
協
議

に
言
及
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

本
使
は
、
ま
た
、
前
記
の
協
議
に
お
い
て
到
達
し
た
合

意
に
基
づ
き
、
及
び
協
定
第
十
六
条
の
規
定
に
従
い
、
こ

の
書
簡
に
添
付
す
る
新
た
な
附
属
書
が
協
定
の
現
行
の
附

属
書
に
代
わ
る
こ
と
を
日
本
国
政
府
に
代
わ
っ
て
提
案
す

る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

本
使
は
、
更
に
、
前
記
の
提
案
が
エ
チ
オ
ピ
ア
連
邦
民

主
共
和
国
政
府
に
と
っ
て
受
諾
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
き

は
、
こ
の
書
簡
及
び
そ
の
旨
の
貴
官
の
返
簡
が
両
政
府
間

の
合
意
を
構
成
し
、
そ
の
合
意
が
貴
官
の
返
簡
の
日
付
の

日
に
効
力
を
生
ず
る
こ
と
を
提
案
す
る
光
栄
を
有
し
ま

す
。本

使
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
貴
官

に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

二
千
十
四
年
一
月
十
三
日
に
ア
デ
ィ
ス
ア
ベ
バ
で

エ
チ
オ
ピ
ア
連
邦
民
主
共
和
国
駐
在

日
本
国
特
命
全
権
大
使

鈴
木
量
博

エ
チ
オ
ピ
ア
民
間
航
空
庁
長
官

ウ
ォ
ッ
セ
ン
イ
ェ
レ
・
フ
ー
ネ
ン
ニ
ャ
ウ
殿

附
属
書

１

日
本
国
の
一
又
は
二
以
上
の
指
定
航
空
企
業
が
両
方

向
に
運
営
す
る
路
線

日
本
国
内
の
地
点
e

中
間
の
二
地
点
e

エ
テ
ィ
オ

ピ
ア
連
邦
民
主
共
和
国
内
の
地
点

注

日
本
国
の
一
又
は
二
以
上
の
指
定
航
空
企

業
は
、
中
間
の
二
地
点
と
エ
テ
ィ
オ
ピ
ア
連

邦
民
主
共
和
国
内
の
地
点
と
の
間
に
お
い
て

は
、
自
己
が
運
送
す
る
途
中
降
機
の
旅
客
に

つ
い
て
の
み
運
輸
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

２

エ
テ
ィ
オ
ピ
ア
連
邦
民
主
共
和
国
の
一
又
は
二
以
上

の
指
定
航
空
企
業
が
両
方
向
に
運
営
す
る
路
線

エ
テ
ィ
オ
ピ
ア
連
邦
民
主
共
和
国
内
の
地
点
e

ム

ン
バ
イ
、
バ
ン
コ
ク
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
又
は
上
海
e

日
本
国
内
の
地
点

注

エ
テ
ィ
オ
ピ
ア
連
邦
民
主
共
和
国
の
一
又

は
二
以
上
の
指
定
航
空
企
業
は
、ム
ン
バ
イ
、

バ
ン
コ
ク
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
又
は
上
海
と
日

本
国
内
の
地
点
と
の
間
に
お
い
て
は
、
自
己

が
運
送
す
る
途
中
降
機
の
旅
客
に
つ
い
て
の

み
運
輸
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

い
ず
れ
の
締
約
国
の
一
又
は
二
以
上
の
指
定
航
空
企

業
が
提
供
す
る
協
定
業
務
も
、
当
該
締
約
国
の
領
域
内

の
一
地
点
を
そ
の
起
点
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

特
定
路
線
上
の
他
の
地
点
は
、
い
ず
れ
の
又
は
全
て
の

飛
行
に
当
た
り
当
該
指
定
航
空
企
業
の
選
択
に
よ
っ
て

省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
エ
チ
オ
ピ
ア
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
官
は
、
本
日
付

け
の
閣
下
の
次
の
書
簡
を
受
領
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
光

栄
を
有
し
ま
す
。

（
日
本
側
書
簡
）

本
官
は
、
更
に
、
エ
チ
オ
ピ
ア
連
邦
民
主
共
和
国
政
府

が
日
本
国
政
府
の
前
記
の
提
案
を
受
諾
す
る
旨
を
エ
チ
オ

ピ
ア
連
邦
民
主
共
和
国
政
府
に
代
わ
っ
て
閣
下
に
通
報
す

る
と
と
も
に
、
閣
下
の
書
簡
及
び
こ
の
返
簡
が
両
政
府
間

の
合
意
を
構
成
し
、
そ
の
合
意
が
こ
の
返
簡
の
日
付
の
日

に
効
力
を
生
ず
る
こ
と
を
確
認
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

本
官
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
閣
下

に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

二
千
十
四
年
一
月
十
三
日
に
ア
デ
ィ
ス
ア
ベ
バ
で

エ
チ
オ
ピ
ア
民
間
航
空
庁
長
官

ウ
ォ
ッ
セ
ン
イ
ェ
レ
・
フ
ー
ネ
ン
ニ
ャ
ウ

エ
チ
オ
ピ
ア
連
邦
民
主
共
和
国
駐
在

日
本
国
特
命
全
権
大
使

鈴
木
量
博
閣
下

〇
総
務
省
告
示
第
十
七
号

平
成
二
十
五
年
十
二
月
一
日
に
東
京
都
と
神
奈
川
県
と

の
境
界
に
変
更
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
方
税
法
施
行
規

則
（
昭
和
二
十
九
年
総
理
府
令
第
二
十
三
号
）
第
七
条
の

二
の
九
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
総
務
大

臣
が
定
め
る
人
口
及
び
従
業
者
数
を
次
の
よ
う
に
定
め
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
九
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

一

地
方
税
法
施
行
規
則
第
七
条
の
二
の
九
第
一
号
の
規

定
に
基
づ
き
総
務
大
臣
が
定
め
る
人
口
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

１

東
京
都
に
編
入
さ
れ
た
区
域

六
人

２

神
奈
川
県
に
編
入
さ
れ
た
区
域

〇
人

二

地
方
税
法
施
行
規
則
第
七
条
の
二
の
九
第
二
号
の
規

定
に
基
づ
き
総
務
大
臣
が
定
め
る
従
業
者
数
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。

１

東
京
都
に
編
入
さ
れ
た
区
域

〇
人

２

神
奈
川
県
に
編
入
さ
れ
た
区
域

〇
人

〇
法
務
省
告
示
第
四
十
二
号

戸
籍
法
第
百
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
町

長
を
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
っ
て
戸
籍
事
務
を
取
り
扱

う
市
区
町
村
長
に
指
定
す
る
。

こ
の
指
定
は
、
平
成
二
十
六
年
二
月
十
五
日
か
ら
効
力

を
生
ず
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
九
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

北
海
道
爾
志
郡
乙
部
町
長

〇
外
務
省
告
示
第
三
十
二
号

平
成
二
十
六
年
一
月
十
三
日
に
ア
デ
ィ
ス
ア
ベ
バ
で
、

航
空
業
務
に
関
す
る
日
本
国
と
エ
テ
ィ
オ
ピ
ア
連
邦
民
主

共
和
国
と
の
間
の
協
定
の
附
属
書
の
改
正
に
関
す
る
次
の

書
簡
の
交
換
が
エ
チ
オ
ピ
ア
連
邦
民
主
共
和
国
政
府
と
の

間
に
行
わ
れ
た
。

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
九
日

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

〇
国
税
庁
告
示
第
一
号

行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
施

行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
四
十
一
号
）
第
十
三
条
第
三

項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
税
庁
の
保
有
す
る
行
政

文
書
の
開
示
に
係
る
手
数
料
の
納
付
を
事
務
所
に
お
い
て

現
金
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
所
を
定
め
る
件
（
平
成

十
三
年
国
税
庁
告
示
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
九
日

国
税
庁
長
官

稲
垣

光
隆

札
幌
南
税
務
署
の
項
中
「
中
央
区
南
七
条
西
一
丁
目
二

十
一
番
地
一
」
を
「
豊
平
区
月
寒
東
一
条
五
丁
目
三
番
四

号
」
に
改
め
、
十
日
町
税
務
署
の
項
中
「
宮
田
町
」を「
本

町
一
丁
目
上
」
に
改
め
、
世
田
谷
税
務
署
の
項
中
「
若
林

四
丁
目
二
十
二
番
十
四
号
」
を「
用
賀
四
丁
目
十
番
一
号
」

に
改
め
、
立
川
税
務
署
の
項
中
「
高
松
町
二
丁
目
二
十
六

番
十
二
号
」
を
「
緑
町
四
番
地
の
二
」
に
改
め
、
宇
治
税

務
署
の
項
中
「
井
の
尻
」
を
「
井
ノ
尻
」
に
改
め
、
山
鹿

税
務
署
の
項
中
「
千
三
百
五
十
二
番
地
」
を
「
九
百
七
十

番
地
」
に
改
め
、
竹
田
税
務
署
の
項
中
「
会
々
字
七
里
」

を
「
会
々
」
に
改
め
、
小
林
税
務
署
の
項
中「
大
字
細
野
」

を
「
細
野
」
に
改
め
、
税
務
大
学
校
関
東
信
越
研
修
所
の

項
中
「
朝
霞
市
栄
町
五
丁
目
九
番
九
号
」
を
「
和
光
市
南

二
丁
目
三
番
九
号
」
に
改
め
る
。

〇
国
税
庁
告
示
第
二
号

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
四
十
八
号
）
第
十

八
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
税
庁
の
保
有

す
る
個
人
情
報
の
開
示
請
求
に
係
る
手
数
料
の
納
付
を
事

務
所
に
お
い
て
現
金
で
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
務
所
を
定

め
る
件
（
平
成
十
七
年
国
税
庁
告
示
第
八
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
九
日

国
税
庁
長
官

稲
垣

光
隆

札
幌
南
税
務
署
の
項
中
「
中
央
区
南
七
条
西
一
丁
目
二

十
一
番
地
一
」
を
「
豊
平
区
月
寒
東
一
条
五
丁
目
三
番
四

号
」
に
改
め
、
十
日
町
税
務
署
の
項
中
「
宮
田
町
」を「
本

町
一
丁
目
上
」
に
改
め
、
世
田
谷
税
務
署
の
項
中
「
若
林

四
丁
目
二
十
二
番
十
四
号
」
を「
用
賀
四
丁
目
十
番
一
号
」

に
改
め
、
立
川
税
務
署
の
項
中
「
高
松
町
二
丁
目
二
十
六

番
十
二
号
」
を
「
緑
町
四
番
地
の
二
」
に
改
め
、
宇
治
税

務
署
の
項
中
「
井
の
尻
」
を
「
井
ノ
尻
」
に
改
め
、
山
鹿

税
務
署
の
項
中
「
千
三
百
五
十
二
番
地
」
を
「
九
百
七
十

番
地
」
に
改
め
、
竹
田
税
務
署
の
項
中
「
会
々
字
七
里
」

を
「
会
々
」
に
改
め
、
小
林
税
務
署
の
項
中「
大
字
細
野
」

を
「
細
野
」
に
改
め
、
税
務
大
学
校
関
東
信
越
研
修
所
の

項
中
「
朝
霞
市
栄
町
五
丁
目
九
番
九
号
」
を
「
和
光
市
南

二
丁
目
三
番
九
号
」
に
改
め
る
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
十
五
号

前
期
高
齢
者
交
付
金
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
国
庫
負

担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三

百
二
十
五
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
前

期
高
齢
者
交
付
金
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
国
庫
負
担
金

の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
平
成
二
十
六
年
度
及
び
平

成
二
十
七
年
度
に
お
け
る
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
率
を
次

の
よ
う
に
定
め
、平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
し
、

前
期
高
齢
者
交
付
金
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
国
庫
負
担

金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
附
則
第
三
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
平
成
二
十
年
度
か
ら

平
成
二
十
五
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
財
政
安
定
化
基
金

拠
出
率
（
平
成
十
九
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
八
十
四

号
）
は
、
同
年
三
月
三
十
一
日
限
り
廃
止
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

前
期
高
齢
者
交
付
金
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
国

庫
負
担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
第
十
九
条
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

平
成
二
十
六
年
度
及
び
平
成
二
十
七
年
度
に
お
け

る
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
率

前
期
高
齢
者
交
付
金
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
国
庫
負

担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定

に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
平
成
二
十
六
年
度
及

び
平
成
二
十
七
年
度
に
お
け
る
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
率

は
、
十
万
分
の
四
十
四
と
す
る
。
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